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内部は ff―f―crescendo―ff が 2回繰り返されて













間奏 a ［五-前］ 間奏 b ［五-後］
ア）配置 並列的 並列的 独立的 独立的
イ）小節数 4  12  8  6  12  2  10  2（4） 18（22）
ウ）Dynamic  P  mp→ f  f → ff  ff  ff →mp  mf  p→ fff  fff  mf → P
エ-1）入りの音
高 high G  B  C  high G  high G  high G  G  high G  G
エ-2）入りの和
音・高位 Cm・5  Cm7／G・7  Cm7・1  Cm・5  Cm・5  Cm・5  Cm＋7・5  Cm・5  Cm＋7・5
オ）入りのリズ





エ)入りの音高―high Gは 2点ト音。他は 1点◯音。
オ)入りの和音・高位―コードで示した。和音機能はすべてⅠ。
カ)入りのリズム―一拍目からは 0とし、四分音符 1拍を 1とする。







































































〇m 根音高位 A  B  E
〇m 第 3音高位 C  C  C
〇m 第 5音高位 B  A  A





















































































楽節 a  1  2
前奏前半 1 （Ⅱ?） 1? V?
楽節 b  3  4
前奏後半 1?? （Ⅱ?） V/V  V?





楽節 c  1  2
歌―前半 1?―――――――― (I?) VI? (Ⅳ??)－V?
高音位 G-F-E -D-C-B  G－C  E －G
低音位 G-F-E -D-C-B  B －A  A －B
※注 2 Ⅳ??はⅣ?の和音の第 3音を半音高くした和音で和音自体は属 7の和音であり、導音へ導くた
めの旋律短音階的配置。
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楽節 d  3  4
歌―後半 I－V? VI?－Ⅲ? Ⅳ??－V  W???－V?
高音位 C－B  A －G 保続／G
低音位 C－B  A －G  F－G  A －B
 























楽節 d  3  4
歌―後半 Ⅵ?－Ⅴ? Ⅳ?－Ⅲ? －Ⅱ?－Ⅰ? Ⅳ??－Ⅴ?
高音位 C－B  A －G  F－E  D－G
低音位 A －G  F－E  D －C  F－G
※注 3 －Ⅱはナポリの和音と呼ばれ、Ⅱの和音の変わりとして用いられる。主に短調においての使用
がほとんどで、Ⅱの和音の第 3音を半音低くした和音であり、短音階の元になる自然短音階は






1拍目 2拍目 3拍目 4拍目
34小節目 保続／Ⅰ･Ⅴ(C･G) Ⅰ? Ⅳ??
35小節目 保続／Ⅰ･Ⅴ(C･G) Ⅵ? Ⅴ/Ⅴ?
36小節目 保続／Ⅰ･Ⅴ(C･G) Ⅴ/Ⅴ? Ⅴ?
37小節目 Ⅰ－Ⅰ?? Ⅵ?－Ⅳ? ／F:Ⅱ－Ⅴ?－ －Ⅱ －Ⅱ・Ⅳ??＝Es:Ⅴ?




























































































三善 晃 (2000)混声合唱曲集「木とともに 人とともに」
カワイ出版
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